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■■  ははじじめめにに  
文部科学省によると2023年度の公立の小中学校や高校

などの教員の採用試験の受験者数は12万1,132人であり，
前の年度より5258人減少した．一方で，採用者数は1,666
人増えて35,981人と報告されている．全体の採用倍率は2
年連続で過去最低を記録し，中でも小学校は5年連続で
過去最低となった．その原因として，教師志望者の実践不
足が関連していると考える．一般的な教育実習は，3～4週
間の期間で実施をするが，COVID-19禍において，文部
科学省は，教育職員免許法施行規則等の改正を行い，大
学での模擬授業などの実習や、各教科の指導方法や生徒
指導などの講義で教育実習を代替できるようにすることを
決めた． 
また，朝日新聞によると，公立学校で1年以内に辞めた

新任教諭の割合が増加傾向だと報告されている．図１に公
立学校で1年以内に辞めた新任教諭の数と割合の推移の
グラフを示す． 
 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 1年以内に辞めた新任教諭の数と割合の推移 

 

■■  先先行行研研究究  
桝本らは30人クラスを仮想空間上に再現し生徒が単独

で授業に取り組む姿勢を変化させるシステムを構築した．
図2に仮想教室の様子を示し，図2に桝本の作成したシス
テムの構成図を示す．授業者が黒板の前で授業を行い，
黒板と並行してあるスクリーン上で仮想教室が映し出され
る．この時仮想生徒の振る舞いはオペレータによって制御
され，同時に授業評価も行う．また，福島は桝本らの研究
でのフィードバックを受け「視点移動がない」「板書評価を
してほしい」という点に着目した． 
いずれの研究においても，体験者と生徒間でのインタラク
ションが無く，体験者の想定内で授業が展開されていくと
いう問題が示されている． 
 

■■  シシスステテムム概概要要  
本システムでは桝本らや福島らの研究で継続的に示唆

されている「生徒のリアリティ」の点において「声」と「振る舞
い」に着目し，システムの開発を行った．システムでは授業

訓練の対象である教師から音声で得られた質問に対し文
章生成AIを用いて「正確な回答」「あいまいな回答」「間違
った回答」「聞き返す」「その他」といった返答を一定確率で
音声を介して返答するというものである．本研究ではイレギ
ュラーな生徒の行動を提示することを目的の一つとしてい
るので，「正確な回答」よりもそれ以外の返答の確率が大き
くなっている．一連の工程は自動で行われるが音声の誤
認識などに備えオペレータが手順を進める． また，生徒
のリアリティを増すため著者の前研究から2点のフィードバ
ックを反映させた．一つ目は図2のVOICEVOXを用いたこ
とである．これはWebAPIによってテキストを抑揚のある
様々な声に変換できるものである．これによって生成され
た文章を実際の生徒の発言に近づける．二つ目は生徒の
動作である．これまでのシステムでは教師側が生徒を任意
で指名して授業を進めていたが，新たに挙手のモーション
を追加することで生徒側からアクションをおこなえるように
なっまた，挙手モーションはオペレータによって遷移する
タイミングを決める．また，対応する仮想生徒は直前までに
授業に対してポジティブな行動を行っていた生徒でかつ4
人以下の最大値がランダムで決められた人数分手が挙が
る．授業者は出席簿を元に生徒の名前を呼んで当てること
で，生徒が答えるフェーズに移る． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本システム構成図 

 

■■  活活動動内内容容  
実験を行いシステムの有用性を以下の点で評価する 

・授業の進行度を 15 分の時間内で予定通りすすめたか 5
段階で評価 
・生徒の理解度に応じた対応力を動画を撮影しメタ認知で
評価 
・生徒の質問への対応を各施行で 5 回質問を行い難問対
応できたか評価 

授授業業訓訓練練シシスステテムムににおおけけるる教教師師とと  
仮仮想想生生徒徒間間のの対対話話ににつついいててのの検検討討  学学際際・・業業際際領領域域  
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